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窓
京 良工芸

フzスティノ('Jb'97

惨とき…"月四日ω午

後1時-，時 ・とζ

ろ なら."シタ ー

{到~;'fI本 町) ・
テーマ 「心金

調k・0た温かな

色 かた免 J
'筒師 細谷.
二，ん(樽踊家)

蒔圭深く、肢深く
~次代に向がって創り継ぐ~

特別講演

工芸ばざる(服売}

惨とき lltl "日w-'f粛'"時、午後‘時

"日姻汗前1個喝、午後3時 ・ところ 傷

良町拘語館{ゆ衡摩町) 惨内脅 現代の

祭良工~の作句手たらの作品をフェ ステザ

パル酬で駈発売句切は'時T.
-間合・三さ九

鹿市

工芸相歓
.c，o:ゆとりが求められる昨今伝統工芸に対，

る."も年々高まっています今回も作り手たち

の f筏の漂さjを感じてもらおヨとさまざま忽催

しを考えました 一度築防の伝統工墨を体届貧して

みましょヨ

〈図解込方議〉 はがきに住所 代名守省電笛奮す

希寝日 希湾のプログラムを.いて 10113111ま

でに市役所陶工労政援へ.多い場合は楢選 民不

コナー問コーナー I'~' L;:<';'叫'Z'IiJ島町

ませんoで ご自由に診細 見守して〈だ各い

a・とを "月日目b崎、"
U閣Ie随1併時一一午後5防 {凶釘"午

後4時.で) ・ところ なら愛ち
セシター

①倉田.ffir副湿エOJ ・肉曹

工主の作句手による普段傍られてい

る作品'"少し違った作品の展示

畑 町四工房J .内密

工芸のt\+f-~ー らの作品展示削

手 た ， 哨 叫t予をご覧刊さい

砂とを…"
III~ 日凶咋鴨川崎、午

後S時 凶l!i胴if働問
時、午後4防 砂とと

ろ ならま色.，ター

・内膏 工率の作り T.
にな町たいと恩勺てい

る人のための綱後傘口

奈良工芸に親しむ

<D-一刀 修 日健司瞬 ・とを…111114問幽 "日叫午前川崎~午後5時 惨とこる

ならま九七 〆ター ，明書 一刀彫で来年内閣づく川 嶋 ・叩 ，.-

⑧・民主餓砲作り (.J学生対鼠) 惨と聖 "月"日凶作後2時 5時 惨ところ ならま，
U ト 同容一竹筒で凪糊帥り その闘で通びます 時 醐 桝

@方 ・々医院工芸ヲロン~鹿角・Iと頚.爾~ 惨とを "月 ，.日目存前9時一亙午午後l時
、4時 ・とこる 名.大東院鹿剛文化館(高畑町i ・内曾 和菓子"ミペる"与に使う

絹篠，胞の角で またその入れ物"長島町で作ηます ~ "，roft-.. I .O(砂何
楯鐙と・・OAnを伶，.. 

〈唱に附ての柵開制師同 制工芸フょステ 4パル罰委闘でほ…日える奈良工芸ヲ，ス

テ， "!<-I酬で市川な;，!-...fJ'llごろ歓しいと思っている工自のイメージスケ .>-lト (押イ川一時集し.

す.; 町村叩酢(.+れをもとに山作時...叩りで闘を制作しその同問時プェステ

4パ円"-'1'します@スケヲチ酬4雪山本記念品を贈呈します.

..方温 ^'判F用紙にできるだげ正組な寸按と立附のくわしいスケ γ チ，緬いて 附 13111までl市役所商工労政

.へ.(作品"日常忌や置物など符l問いませんが 葉"や大さきに"限界。あり 2すのでH して〈だきい)

柑刷されたヂザイ:<(与らびに開の箸岬刷新衛四時四良工~7... ステイパ時時』調会i渦闘し原則

すべて返錫しませんのでT'除して (f!;'!-，、
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